
学 年 教科等 題材名 日  時 

第６学年 音楽科 思いをこめた表現 令和８年２月６日(金)  

１ 本時の目標 

 

２ 本時の指導過程 

学習活動及び学習内容（★は評価にかかわるもの） 「自律的に学ぶ」ための手立て 

１ 全体で試しの歌唱をし、本時のめあてを設定する。 

 ○ 曲想に合った歌い方 

 ○ 本時のめあて 

 

 

 

 

 

２ 学習内容を確認し、見通しをもつ。 

 ○ 見通し 

・ 曲想と思いや意図の共有 

・ 曲想に合った表現にするための練習 

・ ２年生へ向けた歌唱 

 

３ 各グループが感じ取った「ふるさと」の曲想と、思

いや意図を共有し、工夫して練習する。（★） 

○ 曲想と思いや意図 

  ・「あのグループは『いつか帰ろう』という思いを

伝えたいんだね。僕たちも参考にしたいな。」 

  ・「『懐かしいような気持ちにさせたい』ところは同

じだね。どうやって表現するんだろう。後で尋ね

てみようよ。」               

 ○ 曲想に合った表現にするための練習 

  ・「『うさぎ追いし』のところは、昔の記憶が蘇ると

ころだから『かの山』に向けて少しずつ声を大き

くしてみようよ。そこを２年生に伝えたいな。」 

        

４ ２年生に向けて歌唱し（音楽室及び実習生講義室）、

感想を聞く。（★） 

○ 歌唱及び聴取 

  ・「強弱の変化に気付いてもらえるかな。」 

                   （第６学年） 

  ・「綺麗な声で歌ったり、声の大きさを途中で変え

たりしているところがすごいなと思いました。」 

                   （第２学年） 

  ・「強弱の変化には気付いてもらえたみたいだけ

ど、記憶が蘇る感じは伝わったかな。」  

（第６学年） 

 

５ 本時学習をふりかえり、全体での歌唱を行う。 

 ○ ふりかえり 

  ・「２年生に聴いてもらったことで、相手に伝える

ためにいつも以上に思いや意図を強く意識して

歌うことができました。」 

○ 全体での歌唱 

 ○ 次時の見通し 

○ 前回までに、「ふるさと」からどのような曲想を感

じ取ってきたかを共有し、試しの歌唱をすることで、

感じ取った「ふるさと」の曲想に合った歌い方を意識

しながら歌唱することができるようにする。 

○ 本時は、２年生に向けて歌唱することを伝えること

で、相手意識をもって曲想と思いや意図に合った表現

へと変容させていこうという気持ちをもつことがで

きるようにする。 

○ 全体で各グループの思いや意図を共有したり、曲想

に合った表現にするために練習を工夫したりするこ

とを確認することで、本時の見通しをもつことができ

るようにする。 

 

 

○ 各グループが感じ取った曲想と思いや意図を共有

したうえで、表現への目標を明確にもつ時間を設定す

ることで、自分たちの表現を見つめ直し、曲想に合っ

た表現へと変容させることができるようにする。 

○ 「ふるさと」の曲想や思いや意図について、他のグ

ループと自分たちとの類似点や相違点を問うことで、

同じ曲でもその捉え方は様々にあることに気付き、参

考にすることができるようにする。 

○ 練習が滞っているグループには、曲想に合った表現

をするための練習方法について適宜アドバイスをす

ることで、自分たちの表現を見つめ直し、表現を変容

させるきっかけにすることができるようにする。 

 

○ 第２学年に、第１時で用いた写真（「ふるさと」が

連想される写真と、連想されない写真）を提示し、ど

ちらに近いと思うかと問うことで、曲想を感じ取る際

の参考にすることができるようにする。 

○ 第２学年に向けて歌唱した後、感想を聞く時間を設

定することで、表現が変容してきたことを実感した

り、新たな課題を克服したいという思いを高めたりす

ることができるようにする。 

 

 

 

 

○ 第２学年に聴いてもらったことで意識したことは

あるかと問うことで、他者に伝わるように表現するこ

との喜びや難しさについての考えを共有し、今後の練

習に生かすことができるようにする。 

○ 本時学習をふりかえった後に全体で歌唱する場を

設定することで、本時の学びを想起し、表現の変容を

実感しながら歌唱することができるようにする。 

 思いや意図に合った表現をするために必要な各声部の歌声や全体の響きを聴いて、歌うことができる。   

 曲想と思いや意図に合った表現に向けて練習

し、２年生に伝えよう。 



 自分たちの感じ取った曲想を基に、各声部の歌声や全体の響きを聴いて、思いや意図に合った表現をしてい

る。                           （知識・技能）【行動観察・記述分析・演奏】 

３ 本時の評価規準 

 

 

４ 板書等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 指導講評 

 宮崎県教育庁 人権同和・生徒指導課  有田 雅代 指導主事 

 ○ 題材をとおして、「各グループが感じ取った曲想と思いや意図を共有したうえで表現の目標を明確にもつ

時間の設定する」という手立てが取られている。本時においてもその手立てによる子どもの姿が随所に見ら

れた。「目標」と「目標達成に向けた工夫」が、子どもが表現を変容させるうえでのポイントとなっている。 

○ 省察を基に表現の変容を実感するために、これまでの表現を学習プリントに蓄積し、容易に確認すること

ができる状態にしておくという手立てを取っていることについては、学習プリントの工夫が大きなポイント

となっている。記録してきた自分たちの表現をふりかえることにより、さらなる表現に向けて生かすことの

できる手立てであると考える。また、仲間同士で表現を聴き合いフィードバックし合う活動も省察を行うう

えでの足掛かりとなっていた。 

○ 「曲想を基に思いや意図を表現するために、どのような練習をすればよいのか」という点に課題がある。

教師は表現を繰り返し工夫する子どもの姿を意図していたが、子どもの練習方法のバリエーションが少な

かった。練習方法については、教師が積極的にグループ学習の際アプローチしたり、日頃の歌唱練習のなか

で子どもとの実践を重ねたりしていくと、「自律的に学ぶ」うえでもその技能が生かされていくと考える。 

○ 省察については、「これまでの学びを踏まえたうえで対象に働きかけること」とされている。したがって、自

分の学びを踏まえていくために、学習プリントを基にした学習や、第２学年に聴いた感想をもらうことは、自

分たちの思いや意図が相手に伝わっているかを判断する要素になっていたことも効果的であった。しかし、

ボード上に記載されている言葉を基にして、第６学年の表現について判断することについては、今後更なる工

夫が必要であると考える。 

○ 自分たちの表現をよりよく変容させるためには、自分たちで自分たちの表現を捉えて、その都度自己評価し

ていくことも大切である。したがって、そのための手立ても今後必要であると考える。 

６ 考察 

【研究内容１：曲想に合った表現へと変容させるための手立て】 

○ 仲間とともに曲想を感じ取り、曲想に合った表現をめざそうとする姿が増えた。 

○ 個人の能力差を考えると、全員が楽譜から曲想を感じ取ることは難しかった。日頃の授業での積み重ねを継続

する必要がある。 

【研究内容２：ふりかえりを基に表現の変容を実感するための手立て】 

○ めざす表現に向かって、グループで工夫する点を話し合ったり、練習を重ねたりして聴き手に伝えようとした

ことが、省察を基にして表現の変容を実感する姿につながった。 

○ 子どもが自ら省察するようになるためには、一定の「教える時間」や「子どもと共有する時間」を確保する必要

がある。教える時間と子どもに委ねる時間を、子どもの実態に応じて改めて見直していく必要がある。 

【終末段階での子どものふりかえり（記述）】 

 なめらかに歌うことによって「ふ
るさとみたい」と２年生が言ってく
れていたから、○○さんが「なめら
かにゆっくり歌おう」と言ってくれ
たことが役に立った。 

 声の大きさや、強弱（ピアノ、
フォルテなどだけでなく、クレシェ
ンド、デクレシェンドも）などを意
識することで、懐かしさなどの曲想
を感じてもらうことができた。 

 ２年生に「温かい感じ」と言って
もらえて嬉しかった。 


